
～
篠
原
市
政
が
ス
タ
ー
ト
～

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
信
任
を

い
た
だ
き
、
第
２
代
の
四
国
中
央
市

長
と
し
て
市
政
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
期
待

の
大
き
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
を
預
か
る
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
県
議
７
期
の
経
験
と

人
脈
を
最
大
限
に
活
用
し
、
必
要
な

施
策
は
力
強
く
推
進
し
な
が
ら
、
ひ

た
む
き
に
、
謙
虚
に
、
あ
っ
た
か
な

四
国
中
央
市
を
目
指
し
て
市
政
の
発

展
に
向
け
全
力
投
球
で
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

消
防
・
防
災
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
市

民
主
体
の
防
災
力
強
化
と
行
政
機
関
の

適
正
配
置
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
市

民
生
活
に
不
可
欠
な
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
保
全
に
一
体
的
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
士
の
育
成
や
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
推
進
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

特
産
の
里
芋
な
ど
の
農
産
物
や
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
な
ど
の
海
産
物
を
中
心
と

す
る
就
農
・
就
漁
と
い
っ
た
第
１
次
産

業
の
支
援
や
ブ
ラ
ン
ド
化
・
６
次
産
業

化
へ
の
積
極
的
な
政
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

地
域
文
化
の
振
興
と
文
化
財
の
保
存

継
承
を
目
指
し
、
地
元
出
身
の
偉
人
・

先
人
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
市
民
文

化
ホ
ー
ル
を
核
と
し
た
文
化
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

　

現
在
、
多
く
の
市
民
委
員
の
皆
さ
ま

の
参
加
の
も
と
、
計
画
素
案
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
「
第
２
次
総
合
計
画
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
素
案
を
十
分

に
検
討
し
、
多
く
の
市
民
の
賛
同
を
得

な
が
ら
具
現
化
さ
せ
、
着
実
に
施
策
展

開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
民
文
化

ホ
ー
ル
の
建
設
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

３
６
５
日
人
や
文
化
・
芸
術
が
交
流
し

市
民
に
愛
さ
れ
る
「
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
」

と
す
る
た
め
に
市
民
と
の
協
働
で
開
館

後
の
運
営
方
針
な
ど
を
早
期
に
決
定
し

ま
す
。

　

弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
る
「
地
域
力
」

の
再
生
を
目
的
と
し
て
、
市
民
と
行
政

と
が
協
働
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
す
る
た
め
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
力
や
地
域

教
育
力
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

発
達
支
援
、
青
少
年
健
全
育
成
や
就

労
支
援
事
業
を
集
約
し
、
障
が
い
や
課

題
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
と
、
よ
り
専
門
的

な
支
援
機
能
の
強
化
を
目
指
す
目
的
で

建
設
さ
れ
る
（
仮
称
）
人
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
図
り
、
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

篠
し

の

は

ら原 

実
み

の

る 

新
市
長
が
誕
生

　

４
月
21
日
（
日
）
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
四
国
中
央
市
長
選
挙
は
、
４
月
28
日

（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、新
人
で
前
愛
媛
県
議
会
議
員
の
篠
原
実
氏
（
63
歳
）

が
初
当
選
し
、
平
成
16
年
の
合
併
後
、
井
原
前
市
長
に
続
き
、
第
２
代
市
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
長
室
で
四
国
中
央
市
長
職
務
代
理

者
真
鍋
副
市
長
よ
り
事
務
の
引
き
継
ぎ

が
行
わ
れ
、
篠
原
市
長
は
四
国
中
央
市

長
の
職
務
に
就
き
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
は
市
長
就
任
式
が
行

わ
れ
、
真
鍋
副
市
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
後
、職
員
に
対
し
て
、「
人

間
は
誰
で
も
エ
ラ
ー
を
す
る
。
そ
の
時

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
常
に
心
に
秘
め

て
、
公
務
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
（
火
）、
約
１
５
０
人
の
市

民
や
市
議
会
議
員
、
職
員
に
迎
え
ら
れ

て
、
篠
原
市
長
が
初
登
庁
し
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
中
、
午
前
10
時
に
笑
顔
で

登
庁
し
、
大
き
な
拍
手
と
職
員
代
表
か

ら
の
花
束
を
受
け
て
市
庁
舎
に
入
り
ま

し
た
。

●金生町下分在住

●昭和２４年生 （６３歳）

●県立川之江高等学校卒業

●香川大学経済学部卒業

●昭和４９年

　　礎工業代表取締役社長に就任

●昭和６２年

　　愛媛県議会議員に初当選

（平成２５年まで７期２６年間、 県議会議員として活躍）

●平成１８年

　　愛媛県議会議長

●平成１９年

　　自民党愛媛県連幹事長

●平成２５年

　　第２代四国中央市長に就任

◆趣味　　読書やジョギング

◆信念　　額に汗して努力すれば必ず報われる

四
国
中
央
市
第
２
代
市
長

あったかな四国中央市を目指して!!

■
篠
原
市
長
の
目
指
す
も
の
■

四国中央市長選挙の結果

候補者名 得票数 備　　考
島　かつゆき 6,310 票　
しのはら　実 21,068 票　 当選
合　　計 27,378 票　

無効投票数　477 票
当日有権者数 投票者数 投票率
74,632 名 27,855 名 37.32％

初登庁の様子

就任式の様子

事務引継
の様子

プロフィル

We love シコチュウ！わたし このまちが 好き！

①
市
政
の
さ
ら
な
る
進
化
・
発
展

②
に
ぎ
わ
い
拠
点
づ
く
り

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

④
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

⑥
文
化
活
動
の
支
援

⑦
農
林
水
産
業
の
支
援


